
【
４�

月
１
日
付
】

《
特
別
職
》

　

�

就
任　
副
町
長
＝
吉
永 

博
幸
（
新
任
）

　
教
育
町
＝
三
桝 
賢
二
（
再
任
）

《
採
用
》

　

�

福
祉
課
＝
西
川 

叶
介
、
ボ
ー
ト
レ
ー

ス
事
業
局
事
業
課
＝
長
沢 

裕
樹

《
異
動
》（　
）
は
旧
所
属

　

�

総
務
課
長
＝
本
石 

美
香
（
生
涯
学
習

課
長
）、
企
画
政
策
課
長
＝
溝
上 

竜

平
（
住
民
課
長
）、
財
政
課
長
＝
智
田 

寛
俊
（
福
祉
課
長
）、
税
務
課
長
＝
藤

永 

詩
乃
美
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課

長
）、
住
民
課
長
＝
有
田 

昌
子
（
税

務
課
課
税
係
長
）、
福
祉
課
長
＝
中
野 

功
明
（
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
局
企
画

課
長
）、
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
＝

福
田 

雅
代
（
議
会
事
務
局
長
）、
生

涯
学
習
課
長
＝
水
摩 

秀
徳
（
税
務
課

長
）、
議
会
事
務
局
長
＝
横
田 

和
雄

（
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
局
事
業
課
長
）、

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
局
企
画
課
長
＝

池
上 

亮
吉
（
財
政
課
長
）、
ボ
ー
ト

レ
ー
ス
事
業
局
事
業
課
長
＝
本
郷 

宣

昭
（
企
画
政
策
課
長
）

【
３
月
31
日
付
】

《
退
任
》

　
副
町
長
＝
中
西 

新
吾

《
退
職
》

　

�

佐
竹 

功
、
佐
竹 

康
子
、
濵
上 

鮎
美

《
再
任
用
任
期
満
了
》

　

�

吉
永 

博
幸

※�

係
長
以
下
の
配
置
異
動
な
ど
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
人
事
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
４
）

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
２
人
の
職
員
が
入
庁

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
一
言
ず
つ
入

庁
し
た
抱
負
を
聞
き
ま
し
た
。

　

常
に
謙
虚
に
全
て
の
業
務
に
責

任
を
持
ち
、
町
民
に
寄
り
添
う
行

政
を
行
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

福祉課
西川 叶介

　

新
し
い
仕
事
に
積
極
的
に
挑
戦

し
、
多
く
の
人
の
力
に
な
れ
る
よ

う
に
精
い
っ
ぱ
い
取
り
組
み
ま
す
。

ボートレース事業局
長沢 裕樹

町ホームページ

役
場
の
人
事

新
人
職
員
紹
介

　高齢化が進み、高齢者が地域で安心して暮らし続けるための人権保障が、ますます重要な課題とな
っています。高齢者の人権問題は、身体的・精神的虐待だけでなく、悪徳商法や特殊詐欺など、財産
や尊厳を脅かす被害としても表面化しています。これらの被害は決して他人事ではなく、誰もが当事
者となり得る問題です。
　悪徳商法には、訪問販売や電話勧誘による高額商品の押し売り、無料点検を装った不必要な工事の
契約、健康不安につけ込むサプリメント販売などがあります。一方、特殊詐欺では、親族や公的機関
を名乗り「お金が必要」「還付金がある」と不安や焦りをあおり、冷静な判断力を奪う手口が後を絶
ちません。こうした行為は、高齢者の判断力や孤立につけ込むものであり、重大な人権侵害と言えます。
　被害に遭わないためには、まず「うまい話は疑う」「その場で決めない」ことが大切です。電話や
訪問での勧誘は、一度断っても構いません。少しでも不審に感じた場合は、家族や信頼できる人、消
費生活センターに相談することが重要です。また、特殊詐欺対策として、留守番電話の活用や、知ら
ない番号には出ない習慣をつけることも有効です。公的機関が電話やATMで返金手続きを求める
ことはありません。また、地域での見守りも大切です。日頃から声をかけ合い、生活の変化に気づく
ことで、被害の未然防止につながります。「自分は大丈夫」と思わず、周囲と情報を共有することが、
高齢者の尊厳と安心を守る力となります。
　高齢者が安心して暮らせる社会は、誰もが将来に希望を持てる社会です。一人ひとりが人権意識を
高め、地域全体で支え合うことが、悪質な被害を防ぐ最も確かな対策です。

差別をなくすために  第 491 号

高齢者を守る人権と悪質商法・特殊詐欺への対策

芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷問い合わせ　社会教育係（☎２２３‐３５４６）
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今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
は
、
豊
臣 

秀
吉

の
弟
、
豊
臣 

秀
長
が
主
人
公
で
す
。
で

は
、
豊
臣 

秀
長
が
生
き
た
時
代
の
芦
屋

は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。２
回
目

は
、大
内
氏
の
滅
亡
と
麻
生
氏
の
衰
退
を

介
し
ま
す
。

●
大
内
氏
の
滅
亡

　
天て
ん
ぶ
ん文

20
（
１
５
５
１
）
年
、大
内 

義よ
し
隆た
か

が
陶す
え 

隆た
か
ふ
さ房
の
謀む
ほ
ん反
に
よ
り
、
自
害
し
ま

す
。
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
、大
内
氏
の
勢

力
が
大
き
く
弱
ま
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

義
隆
の
後
を
継
い
だ
の
が
、
大
友 

義よ
し
し
げ鎮

（
宗そ
う
り
ん麟
）
の
実
弟
で
あ
る
、
大
内 

義よ
し
な
が長
で

し
た
。
義
鎮
は
、大
内
氏
出
身
の
母
を
持

つ
義
長
を
使
い
、筑
前
や
長
州
の
支
配
を

狙
い
ま
す
。
し
か
し
、弘こ
う
じ治
３
（
１
５
５

７
）
年
、
義
長
は
毛
利
氏
に
よ
っ
て
、
自

害
に
追
い
込
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

大
内
氏
が
滅
亡
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

●
麻
生
氏
に
起
き
た
大
事
件

　
大
内
氏
が
滅
亡
し
、永え
い
ろ
く禄
２
（
１
５
５

９
）
年
、筑
前
国
の
守
護
に
義
鎮
が
任
命

さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、北
九
州
を
実
効
支

配
す
る
た
め
、攻
略
を
開
始
し
ま
す
。
麻

生
氏
は
、花
尾
城
（
八
幡
東
区
）
に
お
い

て
大
友
氏
と
戦
い
ま
す
が
、ま
も
な
く
陥

落
し
ま
す
。

　

金
台
寺
（
西
浜
町
）
に
は
、
同
じ
年

に
麻
生
氏
に
起
き
た
事
件
を
記
し
た
古

文
書
が
あ
り
ま
す
。
古
文
書
に
は
、
永

禄
２
年
９
月
26
日
に
麻
生 

次
郎
が
切
腹

し
、
母
、
乳
母
、
妹
な
ど
が
後
を
追
っ
て

自
害
、ま
た
家
来
も
同
じ
日
に
討
死
し
た

と
あ
り
ま
す
。「
麻
生 

次
郎
」
が
一
体
誰

な
の
か
、
こ
れ
は
諸
説
あ
り
、
現
在
も

は
っ
き
り
と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。し

か
し
、
こ
の
事
件
以
降
、
麻
生
氏
は
弱
体

化
し
て
い
っ
た
の
で
す
。
永
禄
３（
１
５

６
０
）
年
、
織
田 

信
長
と
今
川 
義
元
が

戦
っ
た
「
桶
狭
間
の
戦
い
」
の
前
年
の
出

来
事
で
し
た
。

●
旧
芦
屋
小
学
校
遺
跡
と
金
台
寺

　
現
在
の
芦
屋
町

役
場
の
あ
た
り
に

は
、
旧
芦
屋
小
学

校
遺
跡
と
い
う
遺

跡
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
46
（
１
９
７

１
）
年
、
役
場
庁

舎
建
設
の
た
め
工
事
を
進
め
て
い
る
と
、

東
西
54
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
巨
大
な
石
塁

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
石
塁
は
、昔

の
金
台
寺
の
も
の
で
は
な
い
か
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
金
台
寺
の
古
文
書
に
は
、寺
院
が
大
破

し
て
放
棄
に
近
い
姿
で
あ
っ
た
も
の
を
、

正し
ょ
う
ほ
う保（
１
６
４
４
～
１
６
４
８
）
の
こ
ろ

に
一
段
高
い
西
側
の
現
在
地
に
移
し
再

興
し
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。寺
院
が
大

破
し
た
理
由
は
、麻
生
氏
が
弱
体
化
し
た

戦
国
時
代
の
戦
乱
に
あ
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
天て
ん
し
ょ
う正
３
（
１
５
７
５
）
年
に

は
、
大
き
な
伽か
ら
ん藍
を
備
え
た
大
寺
院
で

あ
っ
た
安
楽
院
（
岡
垣
町
吉
木
）
が
、大

友
氏
の
攻
撃
に
よ
り
焼
失
し
て
い
ま
す
。

同
じ
吉
木
に
、
岡
城
と
い
う
城
が
あ
り
、

こ
ち
ら
も
麻
生
氏
が
城
主
で
し
た
が
、大

友
氏
の
家
臣
と
な
っ
た
瓜
生
氏
に
攻
め

落
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
金
台
寺
や
安
楽
院
な
ど
、大
き
な
お
寺

が
、
大
破
・
焼
失
し
た
こ
と
か
ら
、
大
内

氏
滅
亡
後
の
北
九
州
の
情
勢
の
不
安
定

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀
史
歴
屋
芦

行
そ
の
三
百
六
十

▼
４
月
１
日
で
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
係
を
去
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
４
年
間
と
い
う
長
い
よ
う
で
短

い
期
間
で
し
た
が
と
て
も
充
実
し

た
広
報
担
当
生
活
で
し
た
。
思
い

返
せ
ば
芦
屋
町
役
場
に
入
庁
し
て
か

ら
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
を
と
お

し
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
を
取
材

で
き
、
芦
屋
町
の
新
し
い
魅
力
を
た

く
さ
ん
発
見
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
１
年
目
の
取
材
で
は
な
か
な
か

笑
顔
の
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き

ず
、
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が

日
が
経
つ
ご
と
に
皆
さ
ん
の
素
晴
ら

し
い
表
情
の
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
砂
像
展
で
色
々

な
人
に
声
を
か
け
た
り
、
町
民
体
育

祭
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
走
り
回
っ
て

写
真
を
撮
っ
た
り
な
ど
心
に
残
っ
て

い
る
も
の
を
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な
い

で
す
が
、
一
番
は
町
民
の
皆
さ
ん
の

色
々
な
表
情
を
見
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い

部
署
に
な
っ
て
も
広
報
担
当
と
し
て

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
頑
張
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
広
報
あ
し

や
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
手
塚
）

編
集
後
記

△旧芦屋小学校遺跡 石塁
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